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     私たちの活動や意見を平和委員会のなかま たちに伝えます 

私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版）配信しています 
平和のなかまに伝えたいニュースやご意見を事務局にお寄せください ＦＡＸは 029-831-9122 

早い、確実に届くご希望の方はｅＭａｉｌアドレスご連絡ください 

 
 
                                          
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

８・１５終戦記念日を考える市民のつどい 
  映画「無言館」上映会（８月１４日（日）土浦市民会館小ホール） 

   主催 終戦記念日を考える市民のつどい実行委員会 
 

国民平和大行進（石岡―荒川沖） 

は９日（土）無事終了しました 
 熱中症寸前の人も出る３４度の真夏日の中、国民平和大行

進は予定通り終了して荒川沖駅でつくば実行委員会に引き

継ぎました。参加者は裏方さんを含めて７５人でした 

 

原水禁ヒロシマ大会・ナガサキ大会参加者募集中 

  参加費応相談（会からの援助・カンパ等でできるだけ大幅援助をしたいと思います） 
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２０１１原爆と人間展 

と き ８月２日（火）～９日（火） 

ところ 県南生涯学習センター（土浦駅西口ウララ５階） 

   原爆パネル展は５階ギャラリー（８日は休館） 

 ピースデー（７日（日）６階会議室）入場無料 

 午前 アニメ映画「はだしのゲン」午後 映画「千羽鶴」上映 
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２１世紀日本の悲劇 
 いま日本は見通しのない壮大な実験を背負わされている。 

 本来なら原発を開発したアメリカのメーカーと日本で請け負った東芝、日立製作所、三菱重工が

やっていなければならない実験を東京電力と日本政府がやらされているわけです。 

 安全神話はペテン 

 政府と東電は「原発は安全だ」「事故は５０億分の一、隕石に当たるようなものだ」と言ってき

たそうです。「万が一」という言葉があります。「安全神話」の広告宣伝費は昨年度１１６億円。 

しかし企業が原発再開を要求しても国民はもう騙されません。 

 「地震対策は万全だから安全だ」と言っていた安全基準はマグニチュード７～８程度にしか見て

いなかったといいます。東日本大震災のＭ９、震度６強は想定外と言い逃れをしていますが、それ

は原発事故の恐ろしさを過小評価した傲慢な言い分と言うほか有りません。 

 「津波対策も万全だ」と言ってきましたが、多くの学者や政党の指摘を無視し、明治三陸地震（１

８９６年）では３８メートルの記録がある事実さえ無視して電源確保の十分な対策を取らなかった

ことが重大事故につながったわけです。ことは福島第１原発だけに限らない、東日本の多くの原発

にも襲い掛かっていたのです。 

 事故収束の見通しが立っていない 

 メルトダウンした原子炉（１～３号機）の冷却は外部からの注水によって一応「冷温停止」状態

を保っているけれども、高濃度汚染水が増え続けています。安定停止のためには「循環冷却」が必

須ですが、水漏れなどの事故続きです。本格運転が始まったとしても、配管の劣化腐食等の不安は

解消されていません。この「冷温停止」をこれから先何年維持すればいいのか。最後に廃炉にたど

り着くのは何時なのか。廃炉までの実験を請け負わされているわけです。廃炉費は１基だけでも 

１０年間で６兆円（スリーマイルの場合）から２０兆円（チェルノブイリ）かかると推計されてい

ます。農漁業への補償、汚染水、土壌処理費などは別です。この費用を誰が負担するのでしょう。 

 使用済み燃料をどう処理するのか 

 原子炉の燃料は３年で使用済みになります。日本ではまだ「再処理」の技術が完成していません。

青森県六ヶ所村に建設中の再処理施設は建設段階でトラブルが相次ぎ、完成時期が１８回も延期さ

れて ２０１２年１０月に完成する予定（？）だと言います。 

 全国の原発の使用済み燃料の管理容量は約８万３０００本、現在の貯蔵量は５万７，６３５本で

すでに管理容量の７０％が各原発に保管されています。老朽化した東海第２原発では８６％になっ

ていることから、再処理工場の早期稼動が必要ですが、まだ見通しは不透明です。 

 原発は本当に安いのか、本当に必要なのか、事故の費用負担は電気料金か税金か？ 

海江田経産相が安全宣言した根拠は何か？ 老朽化原発の廃炉についての計画は？ 

 
 

 

活動ごよみ 
７・１９ 平和の会理事会（手打ちそばおかだ）

８・  １ ８・１５実行委（コープつちうら） 
８・２～９ 原爆と人間展（生涯学習センター） 

８・ ７ ピースデー 
８・１４ ８・１５市民のつどい（市民会館） 
８・１６ 平和の会理事会（コープつちうら） 
 


